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diaphysis .distal epiphysis of 3rd
         metatarsal bone
Ossified at birth.
First appears at 1 1/2-2 months, unites with
body at 3 months.
Appears 1 1/2-2 months, unites with supragle-noidaltubercle2-21/2rnonths. ,
Ossified at birth.
Ossified at birth.
Appears 1-7 days, unites with diaphysis at 1214 months. ,
Appears 10-25 days, unites with diaphySis at 3-4m nths. ,Appears 1-2 months, unites with niedial and
lateral condyles at 2 1/2 months.
Ossified at birth.
Appears 18-25 days, unites with diaphysis at
4 1/2-6 1/2 months.
Appears 18-25 days, unites with diaphysis at 15
-18 months.
Ossified at birth.
Appears21-35 days, unites with diaphysis at
10 months.
"sP-t9grSmio8n-th3s5. days, unites with diaphysis at
Accessory first appears at 20-25 days, epiphysis
of accessory appears at 1-2 months and unites
with body of accessory at 4-4 1/2 months.
Ossified at dirth.




Appeats at 3-8 days, unites with diaphysis at
6 1/2-7 months.
Appears at 35-45 days.
AApPpP,e.a,r,S .att 33i2L7115d5.Sg,YSdnites With diaphysis at
9-12months. ･･.
8,Sglilg3ti.O,"bCiS,nht.er appears 4s-6s days.
Appears at 10-15 days, unites with diaphysisat 15 months. ' ,i2P6eamtSonatthg9-50 days, unites with epiphysis at
Appears at 15 days, unites with diaphysis at 6
-9 months.
Ossified at birth.
Appears at 30-40days, unites with diaphysis at51/2-7months. ･･,ePmtg:rihs9t 20'25 days, unites with diaphygis at
Accessory ossified at birth, epiphysis of accessory
appears at 25-40 days and unites with                                  'of          body
accessory qt 7 months.
Ossifiedatbirth. -
Ossifiedatbirth. ,
Appea s at 20-25 days,'unites with diaphysis at
2siMmOi?irhS{ophaianges5i'i '''''
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繁殖時期の決定，骨疾患の診断，予後判定などについても貴重な基礎的資料を与えるものであり，また，ネ
コを実験動物として使用する場合においても実験上有力な指標となり得るものである。
　著者は臨床上対象となるネコの骨格発育の評価指針の確立を目的として，生後1日齢～24ヵ月齢までの日
月齢が確実な206頭の日本家猫の四肢骨格をX線写真で読忙し，併せて，そのX線所見において加齢に伴う
変化の状態を解明して確証を得るために，骨端軟骨部における骨成長帯の変化を，上腕骨近位骨端で組織学
的に検索し，今回わが国においてはじめてネコの四肢骨格の発育に伴う骨化の過程を明らかにした。
　その研究内容を要約すると以下のようである。
　1．前肢骨格の発育
　1）肩甲骨：骨体は既に出生時に存在する。骨質は関節窩前面にほとんど同時（生後1．5～2ヵ月齢）に
関節上結節と烏口突起に相当する部位に二つの核が出現した。烏口突起の骨核は2～2．5ヵ月齢で関節上結
節の回議に，そして，3ヵ月齢で関節上結節の骨核は，肩甲体に癒合した。
　2）鎖骨：出生時に存在していた。付加的な骨導の出現はない。
　3）　上腕骨：骨幹は出生時に認められる。骨端核の出現は近位端で早く，生後1～7日齢であり，12～14カ
月齢で骨幹に癒合した。遠位端には四つの核が出現する。10～25日齢で内・外側穎にそれぞれ一つの核が，
ついで，内・外側上穎にそれぞれ一つの核が出現した。その癒合は遠位骨端で早く，2．5ヵ月齢前後で内・
外側上甑の骨核が内・外側頼に，ついで，3～4ヵ月齢で内・外側顯は骨幹に癒合した。
　4）　掌骨：骨幹は出生時に存在していた。骨端核の出現は18～25日齢で近位，遠位骨端にほとんど同時
に出現した。その癒合は，近位端で4．5～6．5ヵ月齢，遠位骨端で遅く生後15～18ヵ月齢であった。
　5）尺骨：骨幹は出生時に存在した。骨端核は遠位骨端で，生後18～35日齢，遠位骨端で21～35日齢で
出現した。その癒合は近位骨端で10ヵ月齢前後，遠位骨端で15～18ヵ月齢であった。
　6）副手根骨：すべての手根骨は出生時には存在していない。副手根骨は生後20～25日齢で出現，さらに
1～2ヵ月齢で面骨核が出現した。副骨核は4～4．5ヵ月齢で墨引と癒合した。
　7）第3中手骨：すべての中手骨は出生時に認められた。骨端核は生後18～25日齢で遠位端に出現，8～
9ヵ月齢で骨幹と癒合した。
　8）指骨：すべての指骨は出生時に存在していた。
　2．　後肢骨の発育
　1）大腿骨：骨幹は出生時に存在した。近位端の骨核は生後3～8日齢に出現し，6．5～7ヵ月齢で骨幹
に癒合した。遠位端では3～8日齢で内・外側穎にそれぞれ一つの核が出現，6．5～7ヵ月齢で骨幹に癒合
した。
　2）　膝蓋骨：骨核は生後45～65日齢で出現した。副骨核の出現はない。
　3）脛骨：骨幹は出生時に存在した。骨核は近位端に，生後10～15日齢で，また，脛骨粗面に，30～50
日齢でそれぞれ出現し，脛骨粗面の骨核が4～6ヵ月齢で近位の骨端核に，近位の骨端核は15ヵ月齢前後で
骨幹に癒合した。遠位骨端では，骨端核は生後15日齢前後に出現し，6～9ヵ月齢で骨幹と癒合した。
　4）腓骨：骨幹は出生時に存在した。近位端の懸鼻は，30～40日齢で出現し，5．5～7ヵ月齢で骨幹に癒
合した。遠位端では，生後20～25日齢で骨端核が出現し，9ヵ月齢前後で骨幹と癒合した。
　5）　踵骨：出生時に存在する足根骨は，踵骨と距骨であった。踵骨は出生時に存在し，副骨核が25～40日
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齢で出現し，7ヵ月齢前後で骨核に癒合した。
　6）　第3中足骨：中足骨は出生時にすべて存在していた。第3中足骨の骨端核は生後20～25日齢で遠位端
に出現し，9ヵ月齢前後で骨幹と癒合した。
　7）趾骨：すべての趾骨は出生時に存在した。
　3．　骨核発育の組織所見
　1）　上腕骨近位端の骨成長帯は，骨幹端および骨端核辺縁部にみられ，軟骨残余帯，細胞増殖帯，成熟細
胞帯および石灰沈着帯を区別することができるが，それは骨幹端において，より明瞭であった。
　2）　骨成長帯の成長度合は骨幹端，骨端核辺縁部の関節に面する部分および骨幹に面する部分の順であ
り，また，その帯幅はX線所見で骨端核に固有の形態が現われる生後30日齢までは，細胞増殖帯および石灰
沈着帯の比率が著しく大きい。また，X線所見で骨端核が骨幹の幅に一致する生後3～4ヵ月齢以後は，細
胞増殖帯，成熟細胞帯および石灰沈着帯の比率が減少した。X線燥での骨端核の発育と組織所見での成長帯
の骨化の過程は一致した。
　著者は以上の結果から，骨端核の出現について，上腕骨近位端で最も早く7日齢以内，ついで15日齢まで
に上腕骨遠位端，大腿骨近位端，大腿骨遠位端，脛骨近位端の骨端核が，20日齢までに脛骨遠位端，嶢骨近
位端，嶢骨遠位端，尺骨遠位端，中手骨遠位端，腓骨遠位端，中足骨遠位端が，さらには30日齢までに尺骨
近位端および腓骨近位骨端核が出現するとしており，このような骨端核の出現の時期は，圧迫力を受ける骨
端ほど速やかであり，また，遠位骨端より近位骨端が早いとしている。また，骨端核の出現には骨によって
遅速の差があるが，骨核固有の形態を現わすのは，生後3ヵ月齢前後で，骨成長における細胞増殖帯，成熟
細胞帯および石灰沈着帯の比率が減少する時期に一致することを指摘している。骨端核と骨幹の癒合時期に
ついては，上腕骨遠位端で最も早く，生後4ヵ月齢前後，ついで檎骨遠位端，大腿骨近位端，腓骨遠位端で
7ヵ月齢以内，中手骨遠位端，脛骨遠位端，腓骨遠位端，中足骨遠位端で9～10ヵ月齢，大腿骨遠位端，上
腕骨近位端で12カ月齢前後，さらには脛骨近位端，榛骨遠位端，尺骨遠位端で最も遅く15㌣18ヵ月齢である
とし，このことから骨成熟は性成熟より明らかに遅く，日本家猫の骨成熟は生後15～18ヵ月齢であると推論
している。
　以上，本論文は日本産家猫の骨発育過程を，臨床学的観点よりX線学的ならびに組織学的に追究し，ネコ
の加齢に伴う骨化の過程を明らかにしたもので，これによって従来不明であったネコの年齢算定に確立した
指標を与えたものであり，臨床学，実験動物学ならびにX線解剖学に貢献するところ大であり，その業績は
高く評価せらるもので，よって著者に獣医学博士の称号を授与するに応しいものであることを認める。
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